
鵬
験
の
哲
學

勝
　
部
　
謙
　
造

岡

　
　
「
燈
験
と
詩
歌
』
の
著
者
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
．
デ
ィ
ル
タ
イ
が
、
チ
p
〃
族
行
の
途
次
病
を
得
、
二
日
の
後
濫
焉

　
と
し
て
長
逝
し
π
の
は
最
早
一
昔
前
の
事
で
あ
る
。
元
町
彼
特
有
の
豊
か
な
天
分
を
以
て
我
々

　
の
精
紳
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
を
き
わ
め
、
し
か
竜
枯
淡
な
る
論
理
的
見
方
に
あ
き
だ
ら
ず
し
て
．

　
進
み
で
直
に
「
生
命
め
核
心
に
嚢
で
深
く
入
り
込
ん
で
行
く
と
云
ふ
態
度
を
持
し
π
彼
の
思
想
は
、

　
實
に
趣
味
津
々
汲
め
ど
竜
つ
き
ざ
る
昧
が
あ
っ
て
、
彼
の
著
書
を
老
く
と
恰
竜
一
篇
の
詩
を
護
む

　
が
如
き
暗
室
を
畳
ゆ
る
。
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
學
界
に
於
け
る
彼
の
位
置
は
、
未
だ
彼
の
翼
便
蓮

　
み
に
充
分
認
め
ら
れ
て
は
居
な
い
事
を
示
し
て
居
る
。
こ
れ
に
は
種
々
の
理
由
竜
あ
ら
う
が
次

　
の
二
つ
が
其
最
も
大
き
な
竜
あ
で
あ
ら
う
。

　
　
一
つ
に
は
ヂ
ィ
〃
タ
イ
は
除
程
多
方
面
の
入
で
あ
っ
て
共
研
究
の
目
的
は
憂
ら
な
く
と
竜
興
味

　
の
中
心
と
竜
云
ふ
べ
き
竜
の
が
時
々
麺
っ
て
行
つ
だ
入
で
あ
る
。
彼
の
門
人
が
評
し
て
居
る
様

螂
に
・
彼
ば
・
ン
・
や
ス
ゼ
♪
弄
の
様
に
時
間
を
忘
れ
て
專
念
；
の
大
思
想
を
築
き
上
げ
て
行

　
　
　
　
　
盤
験
の
、
哲
攣
・
　
、
．
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
蒲
念
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鷺
簗
研
究
　
露
凶
㌣
三
6
號
　
　
，
，
．
・
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
曜
ハ
ニ

く
方
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
ラ
イ
プ
ニ
ッ
チ
の
様
に
絶
砦
ず
、
求
め
、
學
び
、
蟹
卜
し
、
且
ウ
薗
己
を
克
服
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
り

て
探
求
に
向
っ
て
」
行
く
型
の
人
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
彼
の
著
作
竜
殆
ど
一
部
と
し
て
完
結
し
だ

竜
の
が
な
い
と
云
ム
て
よ
ろ
し
い
。
彼
の
主
著
精
紳
科
學
概
論
」
で
す
ら
盤
に
第
一
巻
を
出
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
②

だ
け
で
あ
る
。
　
ミ
．
シ
ュ
に
よ
れ
ば
デ
ィ
川
タ
イ
の
波
後
面
の
手
稿
等
を
調
べ
て
見
る
に
此
書
は
少

く
共
第
三
霧
迄
は
出
す
心
組
で
居
π
ら
し
い
。
其
後
の
彼
の
思
想
は
悉
く
零
砕
な
論
文
と
な
っ

て
難
認
や
大
話
年
報
の
内
に
埋
れ
て
居
る
α
　
こ
れ
で
は
濡
々
　
一
般
｛
讃
者
の
眼
に
鯛
…
れ
な
い
か
ら
、

折
角
の
思
想
竜
隠
れ
た
ま
＼
知
ら
れ
ず
に
す
む
事
が
多
い
。
穿
れ
は
か
の
彼
れ
の
睡
験
と
詩
歌
、

の
血
合
を
見
て
竜
分
る
。
此
書
は
竜
と
く
一
冊
の
書
物
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
彼

が
随
時
随
兵
に
書
い
て
み
い
た
文
學
上
の
論
文
を
ば
、
彼
の
門
弟
供
が
秩
序
を
立
て
＼
編
輯
出
版

し
π
も
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
が
初
あ
に
駿
表
さ
れ
た
髭
面
等
の
申
に
埋
れ
て
居
π
問
は
全
く
世
人

か
ら
顧
み
ら
れ
な
か
つ
控
が
一
度
書
籍
の
形
に
な
っ
て
世
に
出
る
と
非
常
な
影
響
を
文
學
更
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

に
及
ぼ
す
檬
に
な
つ
π
そ
う
で
あ
る
。
然
し
彼
の
残
後
最
近
に
彼
の
門
弟
等
が
彼
の
遺
著
を
ば

未
だ
世
に
出
で
な
い
手
記
類
に
至
る
ま
で
渉
猟
し
て
全
集
と
し
て
出
す
事
に
な
っ
て
居
る
か
ら

此
血
止
は
其
内
に
補
ふ
事
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
戦
争
前
に
ど
れ
π
け
幽
暑
し
た
か
分
ら
顧
が
、

　
　
　
　
　
　
　
㈹

日
本
に
は
其
第
二
強
だ
け
が
來
て
居
る
。
ヒ
れ
は
彼
の
「
精
…
脚
科
學
概
論
隔
の
績
篇
と
竜
見
る
べ
き
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歴
更
的
研
究
論
文
を
集
め
π
竜
の
で
門
弟
の
ミ
．
シ
。
が
序
交
を
か
い
て
居
る
。

　
デ
ィ
ア
タ
イ
が
面
心
に
充
分
認
め
ら
れ
な
い
今
一
つ
の
理
由
は
、
彼
の
思
想
は
概
念
的
．
知
識
の
み

に
よ
っ
て
解
す
べ
き
で
な
く
、
彼
自
身
が
主
張
し
て
居
る
様
に
我
々
の
精
紳
活
動
全
部
を
以
て
初

あ
て
解
し
得
べ
き
で
あ
る
が
故
に
、
往
々
誤
解
せ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
例
へ
ば
彼
の
思
想
の
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

祇
と
な
っ
て
居
る
「
外
界
荷
馬
の
信
仰
」
に
關
す
る
論
文
の
如
き
は
彼
の
門
人
プ
リ
イ
ス
ア
イ
セ
ン
・

ケ
君
ラ
ド
竜
認
め
て
居
る
様
に
根
本
的
に
誤
解
せ
ら
れ
、
作
者
の
眞
意
は
毬
に
認
め
ら
る
＼
に
至

ら
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
い
つ
れ
後
に
く
は
し
く
蓮
べ
る
つ
も
β
で
あ
る
。

　
デ
ィ
ル
ダ
イ
に
は
多
く
の
門
人
が
居
π
が
、
彼
の
思
想
を
最
竜
よ
く
理
解
し
、
よ
く
こ
れ
を
租
述
薮

面
し
て
居
π
の
は
乙
の
プ
リ
イ
ス
ア
イ
セ
ン
・
ケ
盈
ラ
『
で
あ
る
。
色
々
の
著
書
竜
あ
る
が
「
實
在

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

問
題
」
及
び
「
科
學
と
實
在
」
と
が
青
竜
此
人
の
立
揚
を
明
に
す
る
に
適
意
で
あ
る
。
惜
し
い
事
に
は

彼
竜
此
度
の
職
璽
に
從
下
し
て
戦
死
し
尤
と
い
ふ
話
で
あ
る
。
彼
は
「
カ
ン
ト
研
究
」
や
「
ロ
ゴ
ス
」
誌

に
煮
て
デ
ィ
川
タ
イ
の
性
行
や
思
想
を
紹
介
し
て
居
る
。
本
篇
の
筆
者
の
如
き
そ
れ
か
ら
砂
か
ら

ぬ
曙
示
と
材
料
と
を
得
て
居
る
。

（
μ
）
同
議
ひ
。
ぽ
浸
。
早
開
α
営
。
ゴ
ー
≦
一
一
げ
9
日
ご
韓
げ
騒
多
μ
錠
窪
臨
。
昌
μ
〆
貞

（
恐
コ
）
ぎ
謎
疑
。
『
懸
。
ぎ
・
ρ
ぎ
ぎ
暑
ξ
琶
囎
曝
書
彦
一
濯
書
ぎ
鼠
色
◎
拶
。
劉

　
血
、
緯
の
鷺
學
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暫
學
、
研
三
三
泌
＋
三
三
ド
　
・
∴
　
・
　
　
　
　
、
，
　
　
・
、
、
　
　
乙
茜
．

（
Q
o
）
周
募
。
ぎ
浸
§
自
警
ざ
コ
ー
譲
陣
営
鑑
日
d
岸
財
昌
該
・
・
》
『
目
。
δ
娼
げ
．
ピ
轟
。
。
・
自
重
お
μ
も
り
．
　
r

（
糎
）
貞
夢
。
一
旨
匿
犀
ぎ
嶺
Q
。
曇
霞
日
。
澤
。
融
。
ぎ
捧
9
戸
昌
切
霧
島
饗
。
緊
9
二
。
・
9
舞
二
色
σ
豪
農
⇔
自
臣
碁
馨
。
・
Φ
急
。
ψ
岩
。
塁
9
露
・
ユ
。
器
閑
霞
a
撃
簿
目
8
瓢
昌
負

　
　
　
蜀
O
h
O
罷
B
騨
鷺
騨

（，

ｿ
）
d
捧
9
嘱
”
一
翻
。
熔
炉
…
面
④
聾
困
日
。
馨
⇔
σ
q
脅
Φ
u
国
恩
o
q
o
ぎ
膨
d
同
㌍
鷲
葺
目
σ
Ω
鐸
塁
霞
塁
曾
蒼
白
）
霞
む
。
葺
蝕
Φ
男
2
澤
…
簿
負
Φ
u
》
暴
改
。
買
4
①
冨
昌
β
自
。
。
鼠
口
。
営

　
　
　
男
8
ピ
●
融
諦
聾
”
σ
⇒
。
q
げ
。
鳳
。
酎
伸
。
負
霞
ヒ
欝
き
琶
凶
。
島
霞
ノ
〈
慌
砿
o
u
。
α
o
げ
欝
津
㊦
β
同
℃
◎
O
O
・

（
O
＞
，
国
、
謎
魯
Φ
錠
§
1
図
O
ピ
Φ
緊
i
型
祠
鞭
燭
g
冨
…
答
賢
。
菖
Φ
日
切
。
匡
一
謬
H
り
日
も
コ
恥
一
嘆
錠
。
・
o
塁
白
虹
鉾
置
戸
缶
ヨ
竜
野
。
ピ
（
Φ
詳
ピ
。
二
野
σ
身
μ
Φ
μ
も
。
吻

9

闇
画

　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
勲
位
想
を
理
，
解
す
る
に
は
彼
の
思
想
の
根
概
に
あ
る
一
の
假
定
か
ら
出
螢
せ

ね
ば
な
ら
腰
。
そ
れ
は
形
而
上
學
が
學
問
と
し
て
は
成
立
し
得
な
い
と
云
ふ
纂
で
あ
る
。
こ
れ

は
彼
が
溌
度
竜
幾
度
も
豊
里
返
し
機
會
あ
る
毎
に
述
べ
て
居
る
見
解
で
あ
る
。
勿
論
此
考
は
濁

＼
勇
デ
ィ
〃
タ
イ
の
み
で
は
な
く
て
カ
ン
ト
以
來
批
評
哲
學
の
傳
承
に
於
て
、
其
団
旗
的
傾
向
を
帯
ぶ

る
と
叉
先
験
的
傾
向
を
有
す
る
と
を
問
は
ず
、
等
し
く
主
張
せ
ら
れ
て
居
る
竜
の
で
あ
る
。
最
近

叉
形
而
上
學
が
色
々
な
形
に
総
て
硬
鋼
公
然
と
、
或
は
隠
密
に
頭
を
竜
π
げ
出
し
て
來
た
様
で
あ

る
が
、
乙
れ
に
寵
し
て
實
謹
的
経
験
科
學
者
は
竜
と
よ
ρ
、
か
の
新
カ
ン
ト
派
の
総
々
は
極
力
反
封

も
て
居
る
。
然
し
デ
ィ
ル
タ
イ
が
形
而
上
學
に
反
野
す
る
の
は
こ
れ
等
の
人
々
と
は
全
く
其
根
擦



　
を
異
に
し
て
居
る
。
彼
は
軍
に
理
論
上
か
ら
抽
象
的
に
限
界
概
念
等
に
よ
っ
て
形
而
上
學
の
不

　
成
立
を
説
か
5
と
す
る
の
で
は
な
い
。

　
　
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
形
而
上
學
の
態
度
は
矢
張
ゑ
思
惟
の
み
に
偏
し
た
外
面
的
の
見
方
で
あ

　
つ
て
、
世
界
の
本
禮
を
窮
め
よ
う
と
い
ふ
其
白
髭
に
添
は
潔
い
。
學
問
と
し
て
成
立
し
得
な
い
矛
．

　
盾
を
薗
己
の
内
に
包
宿
し
て
居
る
。
こ
れ
は
畢
覧
人
間
の
長
い
思
索
の
歴
更
が
抽
象
的
に
凡
て

　
の
事
物
に
論
理
的
關
聯
を
輿
へ
よ
う
と
す
る
警
慣
を
造
つ
π
爲
で
あ
る
。
世
，
界
の
論
理
的
關
聯

　
と
い
ム
も
の
＼
面
輪
性
は
い
つ
く
よ
ρ
盛
る
か
。
畢
覧
思
惟
か
ら
得
來
つ
π
竜
の
に
外
な
ら
諏
。

　
然
し
な
が
ら
我
々
の
思
惟
の
み
に
よ
っ
て
決
し
て
世
界
の
・
内
面
蘭
本
質
を
捕
捉
し
得
る
も
の
で

　
な
い
。
或
は
叉
こ
の
や
う
な
、
事
物
の
内
面
的
關
係
を
知
る
π
め
に
本
膿
と
か
因
果
性
と
い
ふ
や

　
う
な
表
象
を
持
っ
て
來
て
見
る
。
然
し
此
二
つ
の
表
象
位
暖
気
凍
る
竜
の
は
な
い
。
我
々
は
ど

　
う
し
て
こ
れ
等
を
明
瞭
に
一
義
的
に
決
定
す
る
事
が
出
摩
よ
う
。
　
こ
れ
等
嫉
つ
ま
ウ
我
々
が
経

　
験
を
説
証
す
る
方
便
と
し
て
使
ふ
認
定
に
過
ぎ
な
い
。
デ
ィ
ル
タ
イ
自
身
の
語
を
借
ウ
ぞ
云
ふ
な

　
ら
ば
幾
千
年
の
人
聞
歴
更
は
偉
大
な
る
糎
界
観
入
生
観
は
決
し
て
理
論
的
思
索
と
か
概
念
活
動

　
と
か
の
産
物
と
し
て
は
現
れ
て
家
な
い
と
云
ふ
事
を
示
し
て
居
る
。
こ
れ
は
人
間
精
騨
の
深
い

恥
瑠
所
か
ら
湧
き
出
で
㌦
摩
る
維
験
か
ら
の
み
得
ら
れ
る
菟
の
で
あ
る
。
形
而
上
學
と
い
ふ
演
色
准

　
　
　
　
　
三
三
？
三
三
．
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
ジ
　
♂
　
　
　
　
、
　
六
護
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～
哲
攣
欝
糞
　
第
翅
歌
三
羅
　
　
、
　
　
　
、
鮭
　
　
＼
　
　
　
．
　
六
九

幕
を
あ
げ
て
見
る
と
其
後
に
は
い
つ
竜
「
生
け
る
尋
問
」
が
居
る
。
其
入
間
の
脈
管
に
は
理
性
や
患

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

索
の
薄
い
液
汁
が
癒
っ
て
居
る
の
で
は
な
く
し
て
、
翼
の
血
液
が
流
れ
て
居
る
と
炉
ふ
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
あ
る
か
ら
し
て
形
而
上
學
に
於
て
は
到
底
弱
輩
の
眞
理
を
下
之
る
事
が
出
來
臓
。
　
い
つ

竜
相
封
的
部
分
的
に
世
界
～
の
片
影
を
追
ふ
て
居
る
に
過
ぎ
顧
。
　
故
に
古
來
様
々
の
學
『
説
が
興
亡

常
な
く
殆
ど
早
着
す
る
腱
を
．
知
ら
ず
、
全
く
碧
霧
。
ぽ
Φ
　
の
状
態
で
あ
る
の
竜
無
理
か
ら
綴
事
で
あ

働
る
。

　
　
（
昌
）
臣
犀
冨
田
了
峯
巳
。
騨
昌
づ
σ
q
診
a
か
Ω
①
韓
。
輪
留
。
塁
。
げ
鋒
魯
砕
ま
g
。
葺

　
　
（
ゆ
）
目
α
乞
。
ご
一
d
盛
男
。
乙
雛
蹉
錠
鷲
〇
三
〇
臼
通
a
●
＆
●

　
　
（
。
。
）
崖
庁
げ
堅
塁
国
）
富
円
遷
Φ
ロ
黛
①
冠
ぞ
Φ
野
塁
g
箋
壽
σ
q
巨
象
げ
尾
㊦
雪
。
・
巨
自
諺
σ
ミ
亀
山
聲
濤
ε
げ
k
醜
ぎ
ぎ
ロ
ω
逸
舞
Φ
u
・
貞
g
窪
農
魯
舞
毯
σ
q

　
　
　
q
o
●
G
σ

三．

　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
重
事
に
於
て
は
い
つ
も
謬
9
u
と
い
ふ
考
が
最
弱
主
要
な
る
位
置
を
占
め
て
居

る
。
彼
は
實
に
こ
れ
を
以
て
哲
學
の
出
立
織
に
し
て
居
る
。
然
し
し
れ
は
決
し
て
生
物
學
的
竜

し
く
は
傳
統
的
意
義
に
於
て
の
暫
び
鶏
を
云
ふ
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
そ
う
い
ふ
も
の
で
は
な

く
て
、
我
々
の
内
的
直
接
輕
験
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
我
々
の
意
識
に
現
は
れ
て
來
て
、
決
し
て
疑
を



　
挾
む
事
の
出
來
ぬ
事
實
や
駿
態
や
を
云
ふ
の
熔
み
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
に
取
っ
て
は
此
吋
的
経
験
の

　
確
湿
性
が
最
竜
確
か
な
動
か
な
い
竜
の
で
あ
δ
。
外
界
世
界
の
槻
客
的
認
識
と
い
ふ
や
う
な
事
．

　
に
つ
い
て
は
い
つ
で
竜
異
論
が
起
ウ
得
る
。
何
と
な
れ
ば
現
象
界
の
根
元
に
存
す
る
本
騰
と
い

　
　
ふ
や
う
な
事
に
つ
い
て
は
只
假
定
が
立
て
ら
れ
得
る
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら

　
暇
々
の
實
際
脛
験
す
る
意
識
に
現
は
れ
て
認
る
現
象
や
歌
態
に
つ
い
て
は
疑
を
許
さ
ぬ
。
乙
れ

　
に
予
て
翼
の
知
識
が
與
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
っ
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
の
内
的
直
接
経
験
を
ば
燈
験
㎜
‘
睡

　
厚
塗
び
土
器
と
云
ふ
て
居
る
。
乙
の
膿
験
に
は
虚
威
聾
心
現
象
ば
か
ウ
で
な
く
、
乙
れ
と
は
三
種
の

　
事
實
や
關
係
を
無
数
に
含
ん
で
居
る
。
乙
れ
は
凡
て
の
思
惟
作
用
に
先
立
つ
竜
の
で
あ
っ
て
、
叉
蒲

　
歴
更
的
に
二
っ
て
行
く
■
事
忌
で
、
歴
更
的
薮
展
に
よ
ム
漸
次
深
く
叉
廣
く
な
っ
て
行
く
竜
の
で
あ

　
伽
・

　
　
．
こ
の
薩
験
が
我
々
の
知
識
ど
な
る
方
法
に
は
二
つ
の
方
向
が
あ
る
。
　
一
は
謁
象
的
捕
捉
σ
q
Φ
σ
Q
甲

　
塁
蔓
β
象
畠
③
卜
出
語
器
Φ
ロ
で
あ
っ
て
、
他
は
領
會
醗
高
く
Φ
湊
8
ぎ
u
で
あ
る
。
悪
熱
的
捕
促
と
云
ふ
の
は

　
二
つ
く
普
通
の
論
理
作
用
を
云
ふ
の
で
あ
っ
て
知
畳
、
表
象
鋼
断
概
念
推
論
等
に
於
て
あ
ら
は

　
れ
る
關
係
全
量
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
デ
湯
タ
イ
は
ヒ
れ
を
b
珪
彗
お
》
蓬
魯
・
α
・
及
び
く
・
量
警
轟
、

，
遡
．
の
三
階
段
な
分
け
て
居
る
・
注
蟹
暑
比
G
・
と
は
捻
較
と
か
辮
劉
と
か
云
ム
初
歩
の
冒
作
用
に
よ
つ

　
　
　
　
　
三
三
旧
い
、
、
．
　
　
　
、
　
、
、
・
、
、
　
、
・
、
毒
ジ



　
　
　
　
　
－
哲
墨
、
研
，
、
舛
、
峯
闘
＋
”
昌
號
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
八
㌣

覚
書
舞
姦
濫
競
ら
か
窒
ら
砦
萎
一
至
て
居
る
．
箋
恥
壽
と
警
れ
が
嚢
に

　
亡
し
出
、
さ
　
れ
る
事
を
云
ひ
、
＜
①
貯
忠
琶
σ
Q
と
は
そ
れ
が
推
理
的
思
惟
、
に
あ
ら
は
さ
れ
る
ζ
と
を
云
・

　
ふ
、
の
で
あ
る
。

　
　
領
會
、
作
用
と
い
ふ
の
は
無
論
こ
の
野
瀬
、
的
捕
促
あ
購
約
の
下
に
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
竜
つ
と
’

　
進
ん
だ
深
．
い
、
方
法
で
あ
る
。
　
一
膿
我
々
の
腱
験
に
於
て
は
蕾
だ
に
知
力
の
み
で
な
く
情
意
竜
・
加

　
億
り
精
紳
全
膿
が
働
い
て
居
δ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
精
血
が
全
膿
と
し
て
働
く
内
的
経
瞼
に
含

　
塗
れ
て
居
る
込
の
に
は
一
の
個
醗
的
關
聯
が
備
は
つ
て
居
る
竜
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
れ

　
を
．
尊
Q
ぎ
葬
寒
山
鈴
琶
讐
窪
冨
轟
と
云
ム
て
居
る
。
訣
れ
は
騰
験
に
於
，
て
興
へ
ら
れ
る
飽
の
部
分
と
等

　
し
，
く
直
接
な
も
の
で
あ
る
。
實
際
生
活
に
煽
て
、
我
々
の
個
々
の
禮
験
は
皆
経
験
の
一
登
膿
に
關

　
係
し
て
奥
へ
ら
れ
る
。
　
帥
ち
個
々
の
醗
験
は
一
．
の
統
納
せ
ら
れ
．
π
経
零
験
の
大
關
・
聯
の
一
肢
膿
と

　
な
み
の
で
あ
る
。
、
言
ひ
換
ふ
れ
ば
漉
く
は
領
、
會
作
用
に
於
て
は
生
き
た
ま
㌧
或
は
墾
化
登
展
し

　
つ
￥
あ
る
が
ま
、
に
奥
へ
ら
れ
る
一
隔
全
膿
」
の
關
聯
か
ら
出
立
し
て
、
反
省
作
用
に
よ
ウ
之
に
厩
す

　
る
個
々
の
肢
を
明
に
す
る
竜
の
で
あ
る
。
乙
の
「
全
面
」
の
醐
．
聯
が
我
や
に
あ
っ
て
働
い
て
．
居
る
の

　
で
我
々
が
個
々
の
命
題
と
か
身
振
み
と
か
行
爲
と
か
を
領
漏
す
る
事
が
出
慮
る
の
で
あ
る
。

　
　
ζ
の
様
に
我
々
の
心
意
の
全
部
が
様
々
の
富
嶽
を
な
し
て
働
い
て
居
る
。
そ
し
て
此
關
聯
の



交
叉
織
が
帥
ち
「
我
」
で
み
る
。
主
．
親
で
あ
る
。
　
益
し
て
我
心
の
心
意
が
噛
か
く
膿
験
に
於
て
励
い
て

・
行
く
丙
に
き
何
か
し
ら
限
ら
れ
禿
様
な
、
沮
ま
れ
る
様
な
一
種
の
抵
抗
を
経
験
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ば
我
々
め
意
志
活
動
や
行
爲
に
．
於
て
最
竜
明
か
に
威
じ
〔
ら
れ
る
竜
の
で
あ
あ
。
　
デ
ィ
粥
タ
4

に
よ
る
と
我
々
の
膿
験
疹
内
界
と
外
界
、
主
観
と
客
槻
、
我
と
畳
界
と
に
分
れ
る
分
岐
紛
は
實
に
薩

に
あ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ば
繭
見
甚
だ
素
朴
な
粗
離
な
考
の
様
に
思
は
れ
る
が
声
そ
れ
は
我
々
が

．
脅
「
償
的
に
思
惟
、
の
み
に
よ
う
論
理
的
に
物
を
見
る
乙
と
慣
れ
て
居
て
そ
う
曾
ふ
見
方
で
老
え
る

か
ら
で
あ
っ
て
、
情
意
を
竜
含
ん
だ
心
意
全
騰
の
活
動
を
常
に
眼
中
に
み
い
て
居
・
る
ヂ
ィ
〃
タ
イ
と

し
で
は
或
は
、
至
蕾
で
あ
る
か
竜
知
れ
譲
。
吾
入
が
前
に
述
べ
た
『
外
界
實
在
存
在
の
信
仰
」
の
基
礎

を
ぱ
ヂ
ィ
ア
タ
イ
ほ
矢
藤
5
，
之
憶
に
置
い
て
居
る
の
で
あ
る
。
，

　
（
8
）
麹
α
営
。
誓
－
宅
障
ぎ
｝
疑
崖
欝
①
嘱
獅
諺
層
岸
皆
映
。
℃
岸
。
ロ
．
。
。
恥

四

　
　
か
く
デ
ィ
鋭
タ
イ
め
哲
學
は
内
的
経
験
を
以
て
蹴
登
鮎
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
内
的
経
「
験
帥
は

　
ち
轡
型
に
於
セ
は
我
々
の
知
識
は
い
つ
竜
全
雌
と
肢
と
の
關
聯
で
進
み
行
く
も
の
で
あ
る
。
と

鋤、

封
E
霧
ば
蕪
難
事
し
暴
挙
功
遷
る
か
碁
購
暴
け
義
あ
畿
の

　
　
　
　
い
聾
験
み
壱
塵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
魔
・



1

　
　
　
　
黄
、
醸
研
突
第
趨
＋
訟
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
毛
O
、

全
面
は
次
の
瞬
間
に
は
更
に
よ
φ
直
な
る
全
膿
の
一
肢
と
な
っ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
我

々
の
知
識
は
常
に
相
…
封
的
な
も
の
で
あ
る
。
絶
…
封
的
に
「
全
禮
を
捕
昂
る
こ
と
は
出
來
澱
。
そ
乙

で
我
々
は
凡
て
騰
験
の
歴
史
的
登
展
と
い
ふ
事
に
罪
常
な
意
義
を
認
め
る
こ
と
に
な
う
、
眞
理
は

只
二
更
に
於
て
の
み
見
出
さ
れ
る
乙
と
に
な
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
我
々
が
前
に
述
べ
π
よ
う
に
學

問
と
し
て
成
立
を
許
さ
な
か
つ
だ
形
而
上
學
を
ば
、
こ
＼
で
色
々
な
説
の
歴
更
的
登
展
と
い
ふ
形

で
其
意
議
を
認
め
て
居
る
。
彼
は
漏
れ
を
世
界
槻
の
最
下
堵
O
ぎ
譲
9
碧
羅
。
。
5
び
門
Φ
と
い
ふ
て
居
る
。

こ
れ
は
彼
が
晩
年
に
除
．
程
熱
心
に
主
張
し
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
同
人
を
糾
合
し
て
ぞ
Φ
圃
夢
蕊
。
冨
§
夷

と
云
ぷ
大
き
な
論
集
を
出
し
だ
ウ
又
フ
ッ
サ
『
ル
等
に
や
か
ま
し
く
批
評
さ
れ
だ
ウ
し
て
居
る
。

　
今
彼
に
よ
る
と
我
々
を
園
続
し
て
居
る
世
界
に
封
し
て
の
我
々
の
氣
分
は
始
絡
憂
化
す
る
竜

の
で
あ
る
。
而
し
て
宗
敏
家
や
芸
術
家
や
哲
學
者
は
か
く
鍵
化
す
る
経
験
を
記
憶
に
残
し
其
形

…
然
を
意
識
に
上
せ
、
而
し
て
個
々
の
経
．
験
を
ば
普
遍
的
の
大
關
聯
に
結
合
す
る
。
こ
う
い
ふ
庭
か

ら
し
て
吾
人
の
世
界
観
な
る
竜
の
が
成
立
す
る
。
各
個
人
の
實
際
経
験
に
於
て
此
世
界
観
は
共

氣
分
の
攣
る
と
共
に
始
絡
墾
化
し
て
居
る
。
色
々
の
経
験
の
影
響
に
よ
ウ
、
或
は
ゆ
つ
く
う
と
或

ひ
は
突
如
と
し
て
獲
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
の
一
生
を
通
じ
て
様
々
な
世
界
観
が
新
陳
代
謝
し

て
流
れ
て
居
る
。
か
く
多
檬
な
世
界
は
宗
敏
、
藝
術
及
び
哲
學
の
共
通
の
野
象
で
あ
る
。
再
し
て



瓢3δ

こ
れ
等
の
世
界
掘
は
皆
其
成
立
に
鷹
じ
て
色
々
蓮
つ
疫
構
造
を
備
へ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
様
々
な
構
造
か
ら
し
て
宗
敏
や
藝
術
や
哲
學
の
内
部
的
關
聯
を
知
る
事
が
出
発
る
も
の
で
あ

る
。
形
而
上
學
的
四
界
観
は
凡
て
の
學
詮
禮
系
は
自
ら
丈
が
唯
一
の
普
遍
要
撃
的
膿
系
で
あ
る

と
圭
饗
す
る
所
に
其
特
徴
が
あ
る
。
然
し
乙
の
や
う
な
事
の
不
可
能
な
の
は
前
野
の
通
参
で
あ

る
。　

世
界
観
の
醗
系
の
分
類
法
に
は
色
々
あ
る
。
’
駿
馬
の
釈
態
よ
ク
す
れ
ば
濁
断
論
と
撹
評
哲
學

と
に
な
る
。
或
は
登
展
の
愚
程
全
騰
の
上
か
ら
見
れ
ば
纒
験
論
と
合
理
論
實
在
論
と
概
念
論
と

の
勢
立
が
起
っ
て
來
る
。
其
他
色
々
あ
る
が
、
デ
ィ
ア
タ
イ
は
實
在
論
と
概
念
論
と
の
勢
立
が
最
竜

根
本
的
で
あ
る
と
し
て
居
る
。
此
封
立
は
其
封
立
前
に
遡
っ
て
歴
更
的
意
識
に
蹄
っ
て
見
ね
ば

な
ら
ぬ
。
歴
更
的
研
究
は
事
實
に
存
在
せ
る
参
陣
系
の
反
軍
、
勢
立
せ
る
乙
と
そ
れ
自
身
を
封
象

と
し
て
居
る
竜
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
様
な
野
立
に
も
其
根
号
を
は
目
①
び
窪
共
者
に
有
し
て
居

る
か
ら
ヒ
れ
を
歴
更
的
に
研
究
し
て
雑
多
な
多
く
の
鉛
系
中
か
ら
類
型
膚
遷
Φ
　
を
匠
溺
す
る
こ

と
が
出
凝
る
。
　
な
ぜ
な
れ
ば
形
而
學
上
の
入
生
観
の
類
型
は
事
事
者
貞
身
の
性
格
と
同
一
で
あ

　
　
　
　
、
　
②

る
か
ら
で
あ
る
。

デ
ィ
亥
イ
は
歴
更
的
比
翼
研
究
に
よ
っ
て
三
つ
の
重
な
る
類
型
を
得
π
。
男
騨
な
．
暫
圃
言
鎧
・
。
k
Φ
暫
亭

　
　
　
遣
膿
融
の
鈎
畢
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書



　
　
　
　
　
蕾
壌
研
、
兜
　
第
醤
十
繭
二
聾
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
、

欝
孤
旨
塁
鎌
霞
庫
σ
凄
σ
客
及
が
。
び
隔
簿
心
添
Φ
疑
霧
蔚
睡
郷
こ
れ
で
あ
る
。
勿
論
此
歴
更
角
番
較
、
研
、
究
法
に
も

1
　
特
殊
な
二
面
が
な
い
で
竜
な
い
。
比
較
せ
ら
る
竜
の
、
特
徴
を
撰
ぶ
に
は
二
の
標
準
が
必
要
で

　
あ
る
。
　
然
し
こ
の
標
準
は
凡
て
の
研
∵
究
の
完
成
を
倹
っ
て
初
め
イ
明
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
し
て
叢
れ
は
高
等
備
的
め
竜
の
で
あ
っ
て
其
核
ば
失
張
参
直
罷
に
よ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
乙
れ
形
而
上
學
に
π
づ
さ
は
る
入
々
が
永
久
に
問
題
の
繕
勤
的
解
決
を
見
な
い
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
（
μ
）
国
羨
葛
α
Φ
昌
・
一
囎
騒
。
乙
陰
。
嘗
器
蚤
コ
歴
霞
。
拶
σ
q
o
綴
冨
む
厚
。
錺
。
》
鋒
げ
ピ
薦
。
こ
腐
H
I
陽
q
っ
ド
0
9

　
　
　
（
b
っ
）
⇔
ロ
臣
Φ
饗
一
望
謎
唱
＄
o
μ
衛
Φ
同
贈
巨
。
破
。
も
ぼ
Φ
ω
・
㈹
①

　
　
　
（
・
。
）
翌
罫
畠
了
浸
。
日
碧
霞
自
Φ
H
噸
。
ぎ
器
。
夢
話
品
祓
・
μ
刈

五

　
か
く
の
如
く
デ
ィ
ル
タ
イ
は
歴
更
と
い
ふ
裾
の
を
非
常
に
重
ん
じ
沁
。
そ
れ
で
歴
更
的
理
解
作

用
の
研
究
が
大
切
な
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
歴
史
の
竃
Φ
幽
翠
の
問
題
は
蓮
代
の
二
更
學
涙
が

あ
ら
ば
れ
て
以
家
、
自
然
科
學
的
の
思
惟
法
を
ば
精
紳
界
に
も
及
ぼ
す
蓬
と
に
よ
つ
て
画
鷹
解
決

が
つ
い
だ
様
で
あ
り
だ
。
亀
の
様
に
し
て
生
れ
て
來
だ
幽
め
膚
然
主
義
的
歴
更
哲
學
が
邸
ち
励

會
、
學
で
あ
る
。
然
し
デ
ィ
戸
タ
イ
は
こ
れ
で
は
満
足
す
る
事
が
出
察
な
か
つ
鬼
σ
我
々
が
前
箇
に



　
於
て
示
し
π
様
に
彼
は
我
々
の
丙
帥
直
接
腿
鹸
に
於
て
内
界
と
外
界
と
の
分
裂
す
る
乙
と
を
詮

　
い
て
居
る
。
然
る
に
今
乙
の
外
界
の
認
識
、
そ
れ
は
無
論
内
界
を
遍
し
て
の
認
識
で
あ
っ
て
外
面

　
的
皮
層
的
π
る
を
苑
れ
な
い
が
、
こ
の
外
界
の
認
識
法
を
以
て
直
ち
に
我
々
め
恥
曝
界
の
直
接
輕

　
験
に
及
ぼ
す
の
は
矛
盾
の
甚
し
き
竜
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
ヂ
ィ
〃
タ
イ
は
外
界
に
野
し
て
脅
然
科
．

　
學
が
あ
る
様
に
、
内
界
に
善
し
て
は
精
聯
科
學
車
Φ
凶
ω
仲
①
。
。
註
。
・
器
髪
号
聾
と
い
ム
竜
の
が
な
け
れ
ば
な
ら

　
澱
と
・
主
…
心
し
で
・
居
る
。
・
熱
れ
が
即
ち
言
言
．
界
に
特
有
な
方
法
で
猷
て
．
デ
ィ
ル
タ
イ
の
所
謂
歴
更
的
肚
・

　
會
的
實
在
O
霧
6
㌶
α
客
｝
ぼ
学
σ
q
O
m
Φ
同
『
警
食
費
魯
Φ
嶺
ぱ
匡
8
ン
ぎ
凶
け
と
名
づ
け
て
居
る
竜
の
、
　
即
ち
禮
験
に
現
は
れ
て

　
穿
る
繕
…
紳
界
め
事
、
實
や
状
「
態
を
　
研
、
溢
し
て
．
行
く
も
め
で
な
け
ね
ば
な
・
ら
澱
。
　
糟
…
舳
脚
科
．
學
ど
い
ぶ
語
を

　
用
ひ
出
し
辱
め
は
實
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
噛
矢
で
あ
る
。
　
而
し
て
彼
は
此
精
紳
・
科
學
に
翻
す
る
考
を
先
に

　
述
べ
π
彼
の
康
巳
9
審
u
α
Q
冒
臼
Φ
φ
Φ
翼
霧
鼠
。
。
器
塁
塾
玖
8
口
に
於
て
述
べ
、
荷
引
無
き
色
々
の
論
丈
に
於
て

　
此
問
題
に
つ
き
論
じ
て
居
る
。
無
筆
科
學
の
研
究
方
法
は
無
論
我
々
が
前
に
述
べ
陀
や
う
な
心

　
意
全
禮
の
働
く
膣
験
に
於
け
る
領
會
作
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
飼
鳥
聯
科
學
概
論
等

　
云
ム
書
物
竜
我
々
が
之
を
臨
む
に
當
う
て
他
の
本
を
護
む
時
と
岡
じ
様
な
純
論
理
的
な
立
場
を

　
以
て
臨
む
時
は
、
甚
だ
分
勇
難
い
竜
駕
あ
る
し
叉
あ
ま
参
粗
蕪
で
失
望
す
る
様
な
慮
竜
あ
悉
。
・
噛

姫
島
総
、
神
忍
業
蜀
象
蔭
無
論
我
々
各
掴
入
の
生
活
の
墓
欝
の
蕩
、
が
奮
の
で
あ
る
・

　
　
　
　
　
髄
験
㊧
蕾
壌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
箪



　
　
　
　
　
・
哲
、
墨
研
究
　
　
第
霞
十
竃
、
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
概
、
・
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

魏
魅
會
と
か
麗
麗
ど
か
云
ふ
竜
の
・
罵
言
に
あ
る
最
初
の
要
素
π
る
精
紳
物
理
酌
直
濡
を
ば
デ
．
〃

ユ　
タ
イ
は
ピ
Φ
び
⑦
二
巴
転
回
①
諜
と
云
ム
名
で
呼
ん
で
居
る
。
　
こ
れ
は
先
づ
魚
島
の
ω
ぎ
葬
毎
、
畿
毎
欝
慧
昌
窪
｝
｝
琶
σ
Q

　
と
し
て
我
々
の
膿
験
に
現
れ
て
來
’
る
。
即
ち
生
活
其
者
の
欝
造
を
備
え
℃
あ
ら
は
れ
て
來
る
の

　
で
あ
る
。
撃
て
乙
れ
は
其
以
外
の
如
何
な
る
組
織
寸
評
に
あ
て
は
あ
て
竜
考
へ
る
事
が
出
來
綴

　
の
で
あ
る
。
此
黙
か
ら
し
て
デ
ィ
ル
タ
イ
は
在
來
の
構
成
的
心
理
學
に
黒
し
て
激
烈
な
反
野
の
聲

　
を
あ
げ
彼
の
所
謂
認
載
量
分
折
的
心
理
學
臼
Φ
び
器
。
淳
①
ひ
Φ
峯
Φ
毎
μ
自
器
お
ぎ
号
琵
富
め
・
。
饗
財
。
ざ
σ
q
敏
と
い

　
ふ
も
の
を
主
張
し
て
居
る
。
　
ζ
れ
は
他
の
揚
合
に
は
艶
Φ
鑓
三
二
魯
。
♂
σ
Q
δ
と
竜
呼
ぴ
彼
の
晩
年
に
は

　
の
貯
爵
貯
越
畑
畠
9
0
σ
q
富
　
と
云
ふ
名
を
最
竜
好
ん
で
用
み
て
居
た
。
　
こ
の
記
載
的
分
量
約
心
理
學
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
り

　
事
に
就
い
て
は
嘗
て
本
誌
に
紹
介
し
て
あ
い
π
か
ら
こ
、
に
は
省
く
。

　
　
三
更
に
於
て
こ
の
ピ
O
び
①
銀
鼠
巳
H
㊦
詳
が
多
数
集
ま
っ
て
働
く
所
に
、
鰯
雲
を
超
え
て
初
あ
て
意
義
と
’

　
存
在
と
を
有
す
る
あ
る
心
象
が
成
立
す
る
。
蓋
し
凡
て
の
b
Φ
び
¢
塁
①
急
撃
詳
も
亦
畢
汐
干
各
個
禮

　
を
超
越
し
π
士
庶
的
下
肥
的
存
在
の
大
全
聖
王
の
肢
謄
と
な
っ
て
初
め
て
全
き
意
義
と
存
在
と

　
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
大
關
聯
を
ば
デ
ィ
ル
タ
イ
は
名
貯
犀
自
σ
q
雷
器
2
昌
膨
三
下
二
四
回
σ
Q
と
呼
ん
で
居

　
る
。
　
乙
の
關
聯
は
我
々
の
精
紳
生
活
の
遺
徳
に
從
っ
て
便
値
を
作
う
出
し
目
的
を
實
現
す
る
竜

　
の
で
あ
っ
て
自
然
界
の
所
謂
因
果
關
聯
と
は
全
く
別
種
の
竜
の
で
あ
る
。
　
つ
二
三
そ
れ
で
歴
吏



　
的
生
活
と
い
ふ
竜
の
は
創
造
し
て
行
く
働
を
竜
っ
て
居
る
。
そ
れ
自
身
に
釣
り
で
財
や
債
値
を

　
作
う
出
し
て
帯
く
活
動
で
あ
る
。
そ
れ
で
歴
史
的
實
在
に
罪
す
る
概
念
は
凡
て
此
活
動
が
膚
分

　
貞
身
を
顧
み
セ
見
る
反
省
作
用
の
結
果
に
過
ぎ
蹟
。
而
し
て
糟
紳
界
に
於
て
か
う
M
ぷ
濁
立
煮

　
創
造
作
用
の
目
昼
0
9
Φ
げ
は
佃
膣
、
麿
會
及
び
文
化
鰹
系
で
あ
る
。

　
　
ζ
の
個
食
帥
ち
ピ
Φ
び
Φ
塁
Φ
膨
面
さ
を
取
扱
ふ
精
学
科
學
に
は
心
理
學
と
誇
血
書
。
娼
9
。
σ
q
δ
と
の
二
つ

　
が
あ
る
。
．
こ
の
二
つ
が
歴
更
的
生
活
の
凡
て
の
認
識
の
根
擦
で
あ
る
し
叉
就
會
指
導
の
指
針
で

　
あ
ち
。
　
一
身
デ
ィ
〃
タ
イ
は
上
述
の
よ
5
に
凡
て
の
．
も
の
を
純
理
論
的
に
見
る
こ
と
は
非
常
に
反

　
生
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
學
問
に
つ
い
て
竜
彼
は
常
に
爾
方
面
あ
る
を
必
ら
ず
認
む
べ

　
“
さ
を
圭
張
し
て
居
．
る
。
即
ち
毒
魚
は
一
方
で
は
日
富
。
覧
Φ
で
あ
る
と
同
時
に
他
方
で
は
叉
臼
Φ
o
巨
岸

　
で
あ
多
叉
ピ
Φ
ぴ
Φ
霧
諺
き
暮
で
あ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
層
層
竜
矢
張
う
一
の
熱
田
詩
謬
σ
Q
農
基
ρ
慧
話
鼻
嘗
σ
怠

　
　
　
　
に

　
で
あ
る
。

　
　
家
に
個
々
の
・
冷
麺
ぎ
ら
ξ
の
躍
9
ド
Φ
ピ
Φ
び
Φ
墓
。
含
げ
Φ
客
を
記
捌
す
る
も
の
が
あ
る
。
　
騰
れ
は
鰹
。
σ
q
蟹
喜
δ

　
で
あ
る
。
こ
れ
は
根
本
的
歴
史
事
實
を
純
紳
に
重
篤
す
る
竜
の
で
あ
る
。
叉
心
理
學
と
自
然
科

　
學
と
の
限
界
織
に
あ
る
特
殊
の
研
究
範
園
が
あ
る
。
從
豪
Z
れ
を
初
に
試
み
た
入
の
命
名
に
倣

聯
っ
て
琢
・
喜
ξ
．
・
涛
と
呼
ん
で
居
る
・
物
心
聞
の
關
係
を
形
而
上
學
の
論
争
と
は
切
に
事
實
的
蓬

　
　
　
　
　
，
盤
験
の
哲
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
班

r



ik4b

　
　
　
　
醤
離
研
鎗
、
第
四
＋
嚇
晶
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
大

あ
よ
う
と
い
・
ふ
の
で
あ
葛
。

　
其
・
次
に
国
暮
欝
巳
。
σ
q
δ
と
云
ぷ
學
商
が
あ
る
。
こ
れ
は
民
族
の
事
を
研
究
す
る
學
問
で
あ
っ
℃

種
族
め
分
化
友
、
特
、
性
と
い
ぶ
．
様
な
事
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
此
民
族
の
研
究
は
精
帥
的
め
み

で
な
く
肉
膿
的
に
竜
認
識
し
得
る
根
嬢
を
竜
っ
て
居
る
。
面
罵
民
性
と
か
民
族
精
淋
と
か
い
ふ

概
念
が
あ
る
が
デ
ィ
ル
タ
イ
は
満
更
研
究
に
は
貼
れ
は
許
す
事
が
出
來
諏
と
云
ふ
て
居
る
。
　
な
ぜ

・
な
れ
ば
民
族
め
研
究
　
に
分
折
的
に
の
み
せ
ら
れ
得
る
竜
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
初
あ
か
ら
し
て
か

か
る
，
概
念
を
許
す
こ
と
ば
出
，
寒
な
い
。

　
民
・
嵩
め
研
究
は
更
に
他
の
二
つ
、
の
部
類
の
學
問
の
研
究
を
侯
っ
て
．
初
あ
て
完
成
き
れ
る
竜
の

で
あ
る
。
．
其
幽
つ
は
丈
、
化
麗
系
を
心
象
に
し
て
居
る
學
問
で
、
他
は
薗
・
家
及
び
其
他
の
外
、
的
組
織

。費

~
暮
麓
山
鋒
。
。
器
＄
O
お
碧
一
N
匿
㌶
露
営
惜
Φ
霊
亀
。
。
畠
鑑
首
の
學
問
で
あ
る
。
　
前
者
の
部
類
・
に
逸
す
る
學
問
は

甚
だ
多
い
。
　
宗
敏
と
か
藝
術
と
か
に
啓
す
る
學
問
は
無
論
此
部
類
に
属
す
。
　
這
徳
學
も
や
は
蚤

此
に
厩
す
。
敷
育
學
は
遺
徳
學
で
定
あ
だ
目
酌
を
實
現
す
る
手
段
の
學
問
で
あ
る
。
次
に
デ
ィ
ル

タ
オ
の
外
的
組
織
・
と
云
ム
の
は
関
西
め
内
部
に
於
て
あ
る
特
殊
の
意
志
が
各
個
人
の
行
爲
を
律

す
る
と
い
ふ
所
か
膨
生
じ
て
家
た
輔
つ
の
大
き
な
統
一
的
意
志
の
カ
で
あ
る
。
　
で
の
統
一
的
意

志
が
と
れ
．
に
結
撃
つ
い
て
居
る
各
個
入
に
之
の
カ
を
魏
へ
る
事
に
よ
り
て
此
翼
的
を
實
現
す
る



の
で
あ
る
。
此
外
的
組
織
の
研
究
の
申
樹
齢
は
山
家
學
で
あ
る
。
叉
法
律
學
や
教
蜜
語
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

竜
莫
日
部
分
が
磯
展
し
π
、
と
云
ぶ
て
居
る
。

　
ω
デ
ィ
ル
タ
イ
艶
載
約
分
、
電
子
心
理
疋
嶢
’
　
費
門
斑
解
研
究
第
ミ
巻
第
九
班

　
（
ハ
っ
）
図
α
匡
霞
軸
ー
ビ
塁
蜀
露
窪
鋒
鞭
娼
き
窪
。
白
ψ
＄

　
（
G
。
）
．
b
旨
爵
畠
了
自
ヨ
H
臥
9
雛
頒
甘
舞
①
Q
鼠
暮
。
血
琶
駿
Φ
塁
。
冨
ま
自
ψ
。
。
み
陣

幽A

　
　
西
洋
の
大
き
な
敏
會
，
並
等
に
古
い
色
硝
子
を
使
っ
て
、
窓
に
様
滋
藤
言
忌
綴
が
表
は
し
て
あ
る
心

　
．
ζ
の
窓
出
子
は
其
建
物
の
外
か
ら
見
π
の
と
、
中
へ
這
入
っ
て
見
π
の
と
で
は
全
く
趣
が
蓮
ふ
竜

　
の
で
あ
る
。
外
側
か
ら
で
竜
大
意
の
色
合
と
か
模
檬
と
か
自
分
ら
諏
で
も
准
攣
が
然
し
實
際
の

　
美
は
其
5
す
ぐ
ら
い
建
築
物
の
内
部
に
は
い
っ
て
太
陽
の
光
線
が
色
硝
子
を
麺
っ
て
は
，
い
っ
て

　
來
る
の
を
見
て
初
め
て
味
ぷ
事
が
出
摩
．
る
る
の
で
あ
る
。
グ
3
タ
は
詩
を
ぱ
呈
色
二
子
に
醤
へ

　
て
、
詩
は
決
し
て
外
か
ら
理
解
せ
ら
る
べ
き
竜
の
で
な
く
て
内
部
か
ら
理
解
貢
し
鑑
賞
竜
せ
ら
る

　
べ
き
竜
の
だ
と
韓
ふ
て
居
る
。
ζ
の
《
と
は
更
に
輔
じ
て
デ
4
測
タ
イ
の
哲
學
に
擬
す
る
ζ
と
が

騨
鋤
家
門
。
色
鶴
子
の
窓
を
外
側
か
ら
眺
め
轟
襟
煮
思
・
惟
活
・
動
の
み
に
よ
る
樹
然
西
出
や
形
而
上

　
　
　
　
　
盤
験
η
暫
畢
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
灘
寧



　
　
　
　
　
、
醤
學
研
究
　
第
鰻
＋
三
三
　
、
　
　
　
　
・
－
・
　
　
　
　
　
　
　
　
、
七
八

遡
學
の
態
度
に
浦
足
せ
ず
な
、
彼
は
爵
分
で
国
分
の
内
界
に
深
く
入
う
込
み
、
反
省
分
折
に
よ
っ
て
其

1

　
奥
底
の
秘
を
あ
ば
き
．
恰
竜
美
術
家
が
．
苦
心
を
し
て
古
い
歴
更
附
の
色
硝
子
を
集
め
意
匠
を
乙
ら

　
し
て
聖
母
と
か
聖
徒
と
か
の
像
を
編
み
幽
し
て
み
い
た
窓
を
ば
我
々
が
内
部
か
ら
充
分
に
鑑
賞

　
す
る
様
な
態
度
を
取
つ
π
。
而
し
て
彼
は
今
迄
我
々
の
氣
附
か
な
か
つ
π
悪
い
深
い
未
見
の
世

　
界
を
我
々
の
前
に
展
開
し
て
く
れ
た
。
文
化
と
か
歴
更
と
か
に
飽
す
る
考
察
の
進
ん
だ
今
日
で

　
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
愚
妻
は
見
方
に
よ
っ
て
は
淺
薄
と
竜
考
へ
ら
れ
や
う
し
未
熟
と
も
見
え
や
う
。

　
然
し
彼
の
思
想
は
元
來
論
理
の
整
備
を
以
て
誇
る
べ
き
性
質
の
竜
の
で
は
な
い
。
彼
に
取
っ
て

　
は
論
理
は
我
々
の
精
紳
活
動
の
踊
面
で
あ
っ
て
論
理
的
態
度
は
外
面
的
皮
騒
的
の
見
方
禿
る
を

　
免
れ
な
い
。
で
あ
る
か
ら
彼
の
思
想
其
物
を
解
す
る
に
竜
我
々
は
矢
張
り
外
部
か
ら
眺
あ
だ
畷

　
け
で
は
失
敗
す
る
。
　
彼
の
思
想
の
内
部
に
入
う
、
彼
薗
身
の
立
揚
に
立
っ
て
考
へ
て
見
る
必
要
渉

　
あ
る
。
い
つ
れ
に
下
せ
よ
、
肖
然
科
學
の
全
盛
時
代
に
起
っ
て
、
霞
然
と
封
訂
せ
る
精
紳
な
る
一
大

　
王
國
を
登
見
し
、
其
無
鑑
藏
の
賓
庫
を
開
い
て
我
々
の
前
に
提
供
し
て
く
れ
π
彼
デ
ィ
ル
タ
イ
の
功

　
績
は
決
し
て
没
却
す
べ
か
ら
ざ
る
竜
の
で
あ
ら
う
。
（
終
）


